
45

　
品
川
区
で
は
、
全
区
立
学
校
の
２

年
生
か
ら
９
年
生
を
対
象
に
毎
年
４

月
に
、
品
川
区
学
力
定
着
度
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
調
査
は
、
各
学
校
が
品
川
区
立

学
校
教
育
要
領
に
示
さ
れ
た
教
科
の

目
標
や
内
容
の
習
得
状
況
を
把
握

し
、
自
校
の
課
題
や
解
決
策
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
、
調
査
結
果
を
経

年
で
把
握
す
る
こ
と
で
、
児
童
・
生

徒
一
人
一
人
の
学
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
２
・
３
年
生
は
国
語
・

算
数
、
４
〜
６
年
生
は
国
語・算
数・

社
会・理
科
、
７
〜
９
年
生
は
国
語・

数
学
・
社
会
・
理
科
・
英
語
の
学
力

調
査
と
、
全
学
年
で
生
活
習
慣
や
学

習
環
境
に
関
す
る
質
問
紙
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
調
査
結
果
の
活
用
と
し
て
は
、
各

学
校
は
１
学
期
末
ま
で
に
個
人
票
を

返
却
し
て
、
教
科
ご
と
の
観
点
・
領

域
別
正
答
率
お
よ
び
分
析
結
果
を
も

と
に
、
今
後
の
学
習
の
進
め
方
等
を

児
童・生
徒
と
家
庭
と
共
有
し
ま
す
。

　
ま
た
、
正
答
率
度
数
分
布
や
解
答

類
型
を
も
と
に
、
校
内
で
分
析
す
る

と
と
も
に
、
校
区
教
育
協
働
委
員
会

に
お
い
て
も
協
議
を
行
い
、「『
品
川

区
学
力
定
着
度
調
査
』
の
結
果
か
ら

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
学
力
向
上

に
向
け
た
取
組
」
を
作
成
し
て
、
学

校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
、
区
全
体
の
傾

向
を
分
析
し
、
成
果
や
課
題
を
結
果

資
料
と
し
て
ま
と
め
、
各
校
に
提
示

し
、
指
導・助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
正
答
数
の
上
位
層

（
Ａ
層
）
か
ら
下
位
層
（
Ｄ
層
）
ま

で
の
25
％
刻
み
で
４
層
に
分
類
す
る

四し

分ぶ
ん

位い

に
よ
る
分
析
方
法
を
提
示
し

た
り
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

や
東
京
都
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上

を
図
る
た
め
の
調
査
に
お
け
る
類
似

設
問
に
よ
る
経
年
比
較
を
提
示
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
各
校
で
は
分
析
結

果
か
ら
課
題
解
決
の
た
め
の
対
策
を

立
て
た
り
、
指
導
方
法
の
工
夫
改
善

を
図
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
本
調
査
を
通
し
て
、児
童・

生
徒
の
学
力
の
定
着
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

２
年
生
以
上
の
全
区
立
学
校
で
実
施

〜
品
川
区
学
力
定
着
度
調
査
〜

平成31年度（令和元年度）品川区学力定着度調査結果（一部）
5 年生国語、7年生数学における正答数分布グラフ（横軸：正答数、縦軸：割合）

品川区の正答数分布を上位層（A層）から下位層（D層）までの 25%刻みで 4層に分類。
赤線はその教科の目標値 (※ ) を示す。

※教科の目標値：学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、
児童・生徒が正答できることを期待した問題数
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令
和
２
年
４
月
か
ら
小
学
校
・
義

務
教
育
学
校
前
期
課
程
の
特
別
支
援

教
室
拠
点
校
を
左
図
の
と
お
り
２
校

（
三
木
小
学
校
・
台
場
小
学
校
）
増

設
し
て
、
巡
回
校
を
見
直
し
更
な
る

指
導
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
室
拠
点
校
を

増
設
�

新
校
舎
・
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た

文
庫
の
森
の
旧
三
井
文
庫
第
二

書
庫
、
国
登
録
文
化
財
へ

　
文
庫
の
森
（
豊
町
２
丁
目
）
に
あ

る
旧
三
井
文
庫
第
二
書
庫
が
国
の

登
録
文
化
財
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
建
物
は
、
三
井
の
江
戸
時
代

以
来
の
営
業
記
録
な
ど
を
保
管
整
理

す
る
組
織
で
あ
る
三
井
文
庫
の
二
棟

目
の
書
庫
と
し
て
大
正
11
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
広
い
空
間
を
得
る
た

め
、
柱
で
は
な
く
壁
で
建
物
を
支
え

る
「
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
」

と
い
う
構
造
で
造
ら
れ
、
現
在
残
っ

て
い
る
中
で
は
、
わ
が
国
最
古
級
と

な
り
ま
す
。
ま
た
入
念
な
防
火
対
策

も
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
三
井
の
手
を
離
れ
、
昭
和
26

年
設
立
さ
れ
た
文
部
省
史
料
館
（
の

ち
に
改
組
し
国
立
国
文
学
研
究
資
料

館
）
が
こ
の
地
に
置
か
れ
ま
し
た
。

同
館
が
平
成
20
年
立
川
市
に
移
転
す

る
と
、
品
川
区
は
防
災
機
能
を
持
っ

た
公
園
と
す
る
た
め
跡
地
を
買
収

し
、
第
二
書
庫
は
そ
の
文
化
財
的
価

値
を
重
視
し
修
理
の
上
保
存
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
修
理
は
平
成
24
年

に
終
わ
り
、
周
辺
整
備
も
完
了
し
た

平
成
25
年
3
月
に
公
園
は
開
園
し
、

公
募
の
結
果
、
三
井
文
庫
そ
し
て
第

二
書
庫
に
ち
な
ん
で
「
文
庫
の
森
」

と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
斬
新
な
構
造
と
防
火
対
策
が
評
価

さ
れ
て
登
録
文
化
財
に
選
ば
れ
た
の

で
す
が
、
職
人
の
卓
越
し
た
技
も
見

逃
せ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
一
見
タ

イ
ル
張
り
に
見
え
る
外
壁
は
、
モ
ル

タ
ル
を
タ
イ
ル
風
に
塗
り
、
間
を
覆ふ

く

輪り
ん

目め

地じ

と
い
う
、
東
京
駅
で
も
使
わ

れ
て
い
る
高
度
な
技
法
で
仕
上
げ
た

も
の
で
す
。

※
国
の
登
録
文
化
財
制
度
は
、
文
化
財
的
価

値
の
あ
る
建
造
物
な
ど
を
保
存
活
用
し
よ

う
と
い
う
仕
組
み
で
、
指
定
文
化
財
に
比

べ
、
修
理
等
の
手
続
き
や
制
限
が
緩
や
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮前小

戸越小

：拠点校 ：新規拠点校 ：巡回校

中延小

源氏前小

延山小 旗台小

第二延山小

清水台小 小山小

浅間台小

山中小 城南小

荏原平塚学園

京陽小 小山台小

鈴ケ森小

浜川小 大井
第一小

第四日野小

第一
日野小 後地小

鮫浜小

立会小 八潮
学園

三木小
（新拠点校）

芳水小 豊葉の
杜学園

御殿山小

第三
日野小

日野
学園

上神明小

伊藤
学園 伊藤小 大原小

台場小
（新拠点校）
城南
第二小

品川
学園

What's NEW

　
城
南
小
学
校・幼
稚
園
は
、幼
小
一

体
型
施
設
と
し
て
、
平
成
29
年
12
月

に
改
築
工
事
に
着
手
し
、
約
27
ヶ
月

の
工
事
期
間
を
経
て
、
令
和
２
年
２

月
に
校
舎
・
園
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　
新
校
舎
・
園
舎
は
、
延
べ
面
積
約

９
、
０
０
０
㎡
、
鉄
骨
造
（
一
部
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
）
の
地
上

４
階
、
地
下
２
階
建
て
。
普
通
教
室

18
室
、
特
別
支
援
教
室
１
室
、
特
別

教
室
な
ど
を
備
え
、
地
下
に
屋
内
運

動
場
を
、
屋
上
に
プ
ー
ル
を
配
置
し

て
お
り
、
１
階
の
旧
東
海
道
側
が
幼

稚
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
は
エ
コ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
文

部
科
学
省
の
認
定
を
受
け
、
太
陽
光

発
電
や
太
陽
熱
給
湯
等
を
設
け
環
境

学
習
に
活
用
し
ま
す
。

　
引
続
き

既
存
校
舎

の
解
体
や

校
庭
等
の

整
備
を
行

い
、
令
和

３
年
１
月

に
全
て
の

工
事
を
完

了
す
る
予

定
で
す
。

城南小学校
・幼稚園

【
訪
問
指
導
拠
点
校
と
巡
回
校
】

※

関東大震災後の防火対策で、窓が半分ふさがれてい
ます
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８
３
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

８
３
運
動
は
、「
小
学
生
の
登
下

校
時
刻
で
あ
る
午
前
８
時
と
午
後
３

時
に
は
、
な
る
べ
く
外
の
用
事
を
行

い
な
が
ら
子
ど
も
を
見
守
ろ
う
」
と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
品
川
区
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

登
下
校
の
午
前
８

時
と
午
後
３
時
に
限

ら
ず
、
買
い
物
や
犬
の
散
歩
な
ど
外

に
出
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
の

様
子
を
気
に
か
け
、
見
守
り
活
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
運
動
の
普
及
の
た
め
、
品
川

区
教
育
委
員
会
は
、
主
に
、
啓
発
用

ベ
ス
ト
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の

啓
発
グ
ッ
ズ
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
配
布
し
た

り
、
活
動

の
周
知
の

た
め
広
報

誌
に
記
事

を
掲
載
す

る
な
ど
し

て
支
援
し

て
い
ま
す
。

地
域
で
支
え
る
認
知
症
カ

フ
ェ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
か
ら
荏
原
（
え
ば
ら

な
ご
み
カ
フ
ェ
）・
五
反
田
（
モ
ク

ヨ
ン
五
反
田
カ
フ
ェ
）・
八
潮
（
八

潮
と
し
ょ
か
ん
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
）
図
書
館

で
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
認
知
症
カ
フ

ェ
は
、
様
々
な
催
し
の
中
で
認
知
症

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
ま

た
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
様
々
な
居
場
所
と
し
て
の
身
近

な
図
書
館
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
主
な
実
績
・
取
り
組
み
の
内
容
は

回
想
法
・
か
る
た
・
ク
イ
ズ
・
講
演

会
・
工
作
（
ポ
チ
袋
や
ブ
ッ
ク
カ
バ

ー
等
）・
体
操
・
朗
読
等
で
す
。

◆
詳
細
は
各
館
ま
で

荏　
原
：
３
７
８
４-

２
５
５
７

五
反
田
：
３
４
９
２-

２
１
３
１

八　
潮
：
３
７
９
９-

１
４
１
４

【
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

　

資
料
コ
ー
ナ
ー
】

　
10
月
よ
り
品
川
図
書
館
２
階
に
設
置
し
ま
し

た
。
英
語
の
勉
強
に
役
立
つ
「
英
語
多
読
」、

図
や
写
真
を
多
く
使
用
し
、
誰
で
も
簡
単
に
読

め
る
「
Ｌ
Ｌ

ブ
ッ
ク
」
な

ど
、
数
種
類

の
資
料
を
そ

ろ
え
て
い
ま

す
。八潮図書館　講演会ポスター

荏原図書館　みなさんの作品（壁面かざり） 五反田図書館　工作会の様子


